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助成事業完了報告書
宛　先：日本財団　会長　殿
報告日付：２０１０年４月３０日
事業ID：
２００８６７５５３２
事業名：
災害に備えた全国ネットワークの強化


と地域防災への取り組み
団体名：
震災がつなぐ全国ネットワーク
代表者名：栗田暢之
TEL：
０５２－２５３－７５５０
FAX：
０５２－２５３－７５５２
事業完了日：２０１０年３月３１日

事業費総額
４，０８９，５７７
円　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
助成金額
３，０００，０００
円　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　
事業内容：（「何を、いつ、どこで、どのように」実施したのかを具体的に記入して下さい。）　　　　　　　　　　　　　　　　　

＜一般事業＞
東海･東南海・南海地震への備えへの提言・提案活動と学びのプロジェクト

1. 移動寺子屋の開催
(全４回　報告は別途参照)
(1) 被害軽減 in 湯布院「被災から始まる地域づくり」
日時：２００９年５月３０日
会場：由布市湯布院コミュニティーセンター（大分県由布市）
内容：住民や行政、市民団体や関係機関と恊働で災害に強いまちづくりを進めるにあたって、災害のイメージや自分自身が被災するというイメージを持つことが出来なければ、取組を進めていくのは難しい。災害とはどのようなもので、住民が被災するとどのような事に困るのかなどを、講演や参加者とのやり取りの中で地域住民が具体的なイメージをもって理解することができた。

講師：村井雅清（被災地ＮＧＯ恊働センター代表）

出演：村井雅清（被災地ＮＧＯ恊働センター代表）


矢野正広（とちぎボランティアネットワーク常務理事）

菅磨志保（大阪大学　講師）


浦野愛（レスキューストックヤード事務局長）

中川和之（時事通信社防災リスクマネジメントweb編集長）
村野淳子（大分県社会福祉協議会）
参加者：約１００名
(2) 被害抑止in 世田谷「もう一人のいのちを守るために私たちができること」
日時：２０１０年２月２３日
会場：世田谷ボランティアセンター（東京都世田谷区）
内容：ここ数年都市部では突発的で予測の難しい豪雨水害が増加している。加えて高齢化などにより水害からの「避難」の問題はますます難しくなる一方である。被災者となる前に、もう一人のいのちを守るために私たちができることを考え、今回は被害抑止のためになにができるか、といったことを学んだ。
講師：片田敏孝（群馬大学大学院教授）
参加者：約２４名
(3) 災害現場シミュレーション実践研修in 名古屋「生き残った者同士が助け合うしかない」
日時：２０１０年３月１３日
会場：村上建設株式会社・資材センター（名古屋市緑区）
内容：かけがえのない大切な命を奪い修羅場と化した災害現場では「生き残ったもの同士が助け合うしかなかった」と被災者は口々に言う。阪神・淡路大震災の現場でいのちを守った３点セットと言われた「バール・のこぎり・ジャッキ」、またはハンマーやスコップ、そしてチェーンソーやエンジンカッターを駆使して、「いのちを守る」ために必要な技術と安全対策について実践を通して学んだ。
講師：黒澤司（技術系災害ボランティアネットワークコーディネーター）

村上欽哉（村上建設株式会社　専務取締役）・仲道正蔵（同社社員）

参加者：約３２名

(4) 復旧・復興in 佐用「もう一つの社会を目指して」
日時：２０１０年３月１８・１９日（２日間）
会場：佐用町社会福祉協議会きらめき復興センター（南光地域福祉センター内）
内容：２００９年台風９号がもたらした豪雨によって甚大な被害をうけた佐用町では、７カ月余りが過ぎ、いよいよ本格的な復興に向けて被災地の取り組みが始まっていた。本格化する復興フェーズに生かせるように、これまでの災害直後の応急対応、その後の復興活動を振り返り、阪神・淡路大震災を含め、その他の被災地の復興事例を参考にしつつ、今後の活動のあり方を学んだ。
講師：村井雅清（震災がつなぐ全国ネットワーク顧問）・

鳥越裕孝（ぐるうぷえんスタッフ）

参加者：約２６名
2. 出版・発行
(1) KOBEの検証シリーズ「災害ボランティア文化」制作・発行
内容：震つなブックレット・KOBEの検証シリーズ「災害ボランティア文化」を制作・発行した。
＜座談会＞
日時：２００９年９月７日
場所：全国社会福祉協議会（東京都千代田区）
内容：ブックレット第３章に掲載するため、震つな４役による座談会を開催した。
＜発行報告会＞　※兵庫県「阪神・淡路大震災１５周年記念事業」助成金を得て開催。
日時：２０１０年１月２７日

場所：神戸市教育会館（神戸市中央区）

内容：ブックレットの内容披露および室崎益輝先生を交えたパネルディスカッション（詳細は報告書参照）。
＜特別事業＞
被災地緊急救援活動
1. 緊急救援活動（詳細は別途参照）
(1) 山口県佐波川水害
期間：２００９年７月２３日～２００９年８月３日
内容：・山口県防府市に向け、名古屋市が保管する災害ボランティア活動用資器材を送付した。

・水害ボランティアマニュアル、および日本災害復興学会制作の「被災したときに」を送付した。

(2) 台風９号水害（兵庫県佐用町）
期間：２００９年８月１２日～継続中
内容：・浦野愛（レスキューストックヤード）、高崎賢一（災害ボランティアコーディネーターなご
や）らを、先遣隊およびボランティアコーディネーターとして兵庫県佐用町に派遣した。

・兵庫県佐用町に向け、名古屋市が保管する災害ボランティア活動用資器材を送付した。また、寄贈された陶器、家電製品、炭を被災地に送った。

・１１月２８日に開催された佐用町復興バザーに参加した（費用は、震つなの中越・中越沖被災地復興支援会計から支出）。
事業目標の達成状況：（目標の達成状況、事業成果、成功／失敗の要因を自己評価して下さい。）　　　　　　　
＜移動寺子屋について＞

· 移動寺子屋については、「応急対応」、「被害抑止」、「被害軽減」、「復旧･復興」の各期に対応する勉強会を計画通り計４回開催することができた。
＜ブックレット制作・発行について＞

· 震つなブックレットの最新刊「災害ボランティア文化」は、昨年度からの準備を経て、阪神・淡路大震災から15年の2010年1月17日に2,000部を発行することができた。
· 兵庫県から「阪神・淡路大震災15周年記念事業助成金」（477,700円）を得て、ブックレットの発行報告会を神戸市教育会館にて行うことができた。
＜初動対応について＞

· 本年度は山口県防府市、兵庫県佐用町等で大きな水害が続発した。資器材の派遣等に助成金の初動対応費を充てたほか、佐用町では全国から炭を被災地に送る支援を行い、町の復旧・復興も見据えた竹炭の作り方を学ぶ寺子屋へとつなげた。
事業成果物：（作成した報告書・印刷物・ビデオなどの名称、部数を記入して下さい。）　　　　　　　　　　　　　　　　
報告書







一式　別紙参照

震つなブックレット「災害ボランティア文化」



2，０００部
支払台帳
別紙参照
